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市長表敬訪問
　9 月 20 日（金）、各分野で素晴らしい成績を残した児童・生徒のみなさんが、市長を表敬訪問し、
受賞の報告をしてくれました。
　市長は報告を聞き、「これまで努力してきたことが、今後のみさなんの人生に大いに役に立つと思
います。みなさんには、これからさらに飛躍していってほしいと心から願っています。」とコメント
しました。

「幸手産新米コシヒカリ」市長トップセールス／
　　　　　　　　　　　幸手市お米大使の委嘱
　9 月 15 日（日）、幸手産新米コシヒカリの初売りを祝し、
市長が店頭に立ち、「農家のみなさんが丹精込めて作ったお
いしい幸手産米を是非食べて欲しい。」と来店客にＰＲを行い
ました。また、幸手市お米大使に委嘱をした埼玉武蔵ヒート
ベアーズのみなさんが応援に駆けつけてくださいました。

人
ひ と

幸手市交通安全大会 2024 ／幸手市しあわせ応援大使の委嘱
　9 月 21 日（土）、北公民館にて幸手市交通安全大会 2024 を行い、交通功労者などの表彰や埼玉県
警察交通安全教育指導班による講話、子どもたちによる音楽演奏が行われました。屋外ではパトカー・
白バイ・レーシングカーの展示やキッチンカーの出店など、たくさんの人でにぎわいました。
　また、プロレーサー久保凜太郎選手に幸手市しあわせ応援大使を委嘱し、トークイベントも行わ
れました。

「企業版ふるさと納税寄附金」をいただきました
　プリムローズ株式会社様から「企業版ふるさと納税寄附
金」として 500 万円のご寄附をいただき、9 月 26 日（木）に感
謝状贈呈式を行いました。
　木村市長は「当市の地域農業の発展のために、ご協力を頂
戴したい」とコメントしました。寄附金は「地域農業の推進に
関する事業」に活用させていただきます。

幸手市立東中学校

授業時数特例校の取組

　本校は、本年度、文部科学省から、授業時数
特例校に指定されました。これは、教科ごとの
授業時数の配分の変更により、特別の教育課程
を編成して教育を実施することができる制度で
す。2 学期当初に、特例授業を実施しました。
内容は以下のとおりです。
１　情報活用能力の育成

（1）SNS、ブログなど、相互通信を伴う情報手
段に関する知識および技能を身に付け、情報を
多角的・多面的に捉えたり、複数の情報を基に
自分の考えを深めたり
する能力の育成を図る
ため、県の消費生活支
援センターから講師を
招き講座を実施しまし
た。

（2）キーボード入力やイ
ンターネット上の情報
の閲覧など、基本的な
操作の習得を図るため、
タイピングコンテスト
を実施しました。
２　消費者に関する教育の充実
　自立した消費者として、生活情報を活用し、
適切な意思決定に基づいて行動することや責任
ある消費について考察し、工夫することができ
るようにするために、外部講師による講座を実
施しました。

　生徒は、変化の激しい時代を生き抜くために
必要な知識について学び、思考を深めることが
できました。


